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別紙様式第５－１号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-42 高等学校 数学 数学 C  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

２東書 数 C 002-903 数学C Select 

 

１．編修の基本方針 

数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限

らず，社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単

に計算や証明ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を

説明する力を伸ばすなど，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあ

ります。国際化，情報化，科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，

これらの変化に対応するために生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要で

す。また，主体性や協働性などを身に付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の１つに

位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すよ

うな力を身に付けられるよう，次の５つのことを目指して編修しました。  

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に興味･関心をもち，主体的，意欲的に学習し

ようとする態度を身に付けることができるようにする。  

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基本的な概念や原理，法則につい

て理解を深めることができるようにする。  

③ 学習内容の精選，重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。  

④ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるよう

にする。 

⑤ 数学が，身のまわりの問題を解決するための道具として有効に働く場面を提示し，数学の有

用性やよさを感得できるようにする。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

MATH CONNECT 

（章扉・章末） 

・職業および生活と数学との関連，社会の事象と数

学との関連などを取り上げ，勤労を重んずる態度

や社会の形成に参画する態度を養えるようにしま

した。（第２号，第３号） 

p.5,62,63,100,101, 

130,131,154 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１章 ベクトル ・力について考えるとき重要な，ベクトルの分解に

ついて取扱い，他科目との関連も考慮しつつ，知

識を幅広く得られるようにしました。（第１号） 

p.15 

２章 平面上の曲線 ・自然の中でもよく見られる，楕円や放物線を数式

で表すことで自然に対する関心を高められるよう

にしました。（第４号） 

p.66-71 

 

３章 複素数平面 ・複素数平面上で，条件からどのような図形ができ

るかを考えることで，創造性を培えるようにしま

した。（第２号） 

p.120-127 

 

 

４章 数学的な表現の工夫  ・東京と各都市との直行便の例を扱うことで，我が

国の郷土を愛し，他国を尊重する態度を養えるよ

うにしました。（第５号） 

ｐ .152 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・ 一般的な教養を高めることに加え，専門的な知識，技術および技能の習得ができるように，数学

が社会で生かされている場面を紹介するページを設けました。（学校教育法第 51 条 2 号） 

→ p.5，62，63，100，101，130，131，154 など 

・ ユニバーサルデザインに取り組みました。  

具体的には，本文書体や見出しの書体などに，見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザイン

フォントを使用し，視認性を高めました。  

また，色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユ

ニバーサルデザインに対応しました。 

 



1 

 

別紙様式第５－２号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-42 高等学校 数学 数学 C  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

２東書 数 C 002-903 数学C Select 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

本教科書は，学習指導要領に示されている新しい時代の資質・能力を，体系的，発展的かつ効

率的に身に付けられるよう内容を構成しています。 

 

特色１ 数学的に考える資質・能力を育むための構成の工夫 

 

① 学びの基盤となる知識・技能の理解を大切にしています             

◆平易な表現を使用し，文意が正しく伝わるよう心掛けました。また，できるだけ具体例から導

入する構成とし，イメージをもちつつ定義を理解できるよう工夫しました。 

◆例題や問題を過不足なく取り上げ，それらをスモールステップになるよう配置しました。学習

内容を確実に理解できるよう配慮しています。  

◆章の始めに，その章で必要な既習事項が定着しているかを確認する「Readiness Check」を設

けました。章の学習をスムーズに進めることができます。  

 

[例] p.6-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

◆節末と章末には，本文の問を反復練習できる「Training」，「Training＋」を設けました。学

習内容を着実に定着させることができます。  

 [例] p.28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 思考力・判断力・表現力をさまざまな場面で伸ばします             

◆本文や節末のさまざまな場面で，学習した内容の理解を一歩深める「Think」という問いかけ

を設けました。学習した内容を振り返って検討することで，より深く考える習慣が身に付きま

す。 

 

[例] p.80 

 

 

 

 

 

 

[例] p.123 

 

 

 

 

 

 

◆本文では，難易度の高い例題を「Challenge 例題」として，強調して取り上げました。余力の

あるときに取り組めるよう工夫して構成しています。 

◆章末には，本文で扱わなかった重要な応用問題を「Level Up」としてまとめました。章での学

習内容の深い理解や，章を横断するような総合的な知識が問われる問題に取り組むことで，思

考力・判断力・表現力を着実に伸ばすことができます。 

◆巻末には，思考力をもっと伸ばすことのできる「思考力問題」を設けました。節ごとに 1 題ず

つ，その節のポイントとなる学習内容の理解を深める問題を用意しています。  
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③ 生徒の学ぶ意欲を高める工夫を随所に盛り込んでいます                

◆本文や「Readiness Check」の学習において，生徒がよくつまずくところや，理解しにくいと

ころには側注を設けています。生徒の思考が止まってしまわないよう，サポートします。  

 

◆章扉と章末コラムとして，数学の学習内容と，社会や日常生活などの身近な場面とのつながり

を示す「MATH CONNECT」を設けました。章の学習内容が世の中でどのように生かされて

いるかを具体的に知り，生徒の学ぶ意欲を高めます。  

 

  [例] p.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      特色２ 学習を助ける造本の工夫 

 

(1) ユニバーサルデザインへの対応 

配色 … 色覚問題の専門家の校閲を受け，色覚特性に配慮した色の組み合わせを使用していま

す。また，全体的に使用する色数を抑えながらも，図や式などの重要な部分には理解

を助けるよう効果的に色を用いることで，見やすさと分かりやすさを両立しためりは

りのある紙面を実現しました。  

文字 … 本文書体や見出しの書体などにユニバーサルデザインフォントを採用し，視認性を向

上させました。 
  

 (2) 教育のＩＣＴ化に伴う取り組み 

のマークがあるところでは，インターネット上  

の QR コンテンツ（デジタルコンテンツ）を使用し 

た学習ができます。例えば，イメージしにくい立体 

図形をさまざまな角度から観察することができるシ 

ミュレーションコンテンツや，もっと問題に取り組 

みたいときに用いるドリルコンテンツ，紙面ではつ 

かみにくい動きを捉えやすくするアニメーションコンテンツなど，多種多様なコンテンツを 

設けました。 

[例] p.62 
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QR コンテンツを活用することで，学びの幅を大きく広げることが期待できます。 
  

(3) 主体的な学習への仕掛け 

次に取り組む問題を示すリンクマークを付けています。関連する「Training」（節末），

「Training＋」（章末），「Level Up」（章末）と段階的に難易度の高い問題に取り組むこと

ができるようにしました。 

 

      特色３ 各章の具体的な学習内容の工夫 

 

 １章 ベクトル   

・平面ベクトルと空間ベクトルについて，類似した状況を考える場合においては可能な限り記述

を統一しました。次元の違いにかかわらず成り立つ共通点と，次元の違いにより生じる相違点

が明確になるよう配慮しています。（1 章 全体） 

・図形をさまざまに動かせるシミュレーションコンテンツ，定理の主張を視覚的に捉えやすくす

るアニメーションコンテンツを充実させました。（1 章 全体） 

 ２章 平面上の曲線   

・放物線，楕円，双曲線について，それぞれ条件を満たす点の軌跡として定義しました。双曲線

については中学校で学ぶ反比例のグラフ以来の扱いとなるので，例と問で丁寧に扱い，漸近線

の意味とその概形の図示についてもスペースを多く使いました。その後，2 次曲線の応用的な

内容として，2 次曲線を平行移動した図形の方程式や 2 次曲線と直線の共有点の個数，接線に

関する例題を載せました。（p.66-82） 

・本章では，動的なイメージをつかむのに役立つ動画やシミュレーションなどのデジタルコンテ

ンツを多数用意しました。（p.66，68，71，72，77，81，85，86，88，89，94，95） 

 ３章 複素数平面   

・複素数平面上の図形では，図解と例による説明に加え，問による演習の機会を多く設けて，丁

寧に導入しました。（p.120-127） 

・複素数の計算ではその式の意味や，式変形をわかりやすくするための側注を適宜設けていま

す。（p.115，121，123，127） 

 4 章 数学的な表現の工夫   

・工夫して数学的に表現することのよさが感じられるよう，章全体に渡って生徒の身の周りの具

体的な場面における問題解決を通じて学習を展開しています。（4 章全体） 

・統計グラフの表現の学習では，日本の高齢化という社会的な問題を題材として取り上げ，統計

グラフの表現を工夫して問題を可視化することの意義が感じられるようにしています。 

（p.132-134） 

・行列や離散グラフの学習では，表現方法と処理は両輪であるという考えのもと，離散グラフを

利用した最短経路を求めるアルゴリズムを取り上げました。また，離散グラフを行列に表して

計算で処理する学習も取り上げ，表現の工夫と適した処理の関係を学ぶことができます。  

（p.148-153） 
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２．対照表 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

１章 ベクトル (1) ベクトル p.5-62 35 

１節 平面上のベクトル ア(ｱ), (ｲ)，イ(ｱ), (ｲ)   

２節 ベクトルの応用 ア(ｱ), (ｲ)，イ(ｲ)   

３節 空間におけるベクトル ア(ｲ), (ｳ)，イ(ｲ), (ｳ)   

２章 平面上の曲線 (2) 平面上の曲線と複素数平面 p.63-100 18 

１節 2次曲線 ア(ｱ)，イ(ｱ)   

２節 媒介変数表示と極座標 ア(ｲ), (ｳ)，イ(ｳ)   

３章 複素数平面 (2) 平面上の曲線と複素数平面 p.101-130 17 

１節 複素数平面 ア(ｴ), (ｵ)，イ(ｲ)   

２節 図形への応用 イ(ｲ), (ｳ)   

４章 数学的な表現の工夫 (3) 数学的な表現の工夫， 

［内容の取扱い］(2) 
p.131-154 35 

１節 データの表現の工夫 ア(ｱ)，イ(ｱ)   

２節 行列とグラフ ア(ｲ)，イ(ｱ)   

  計 105 

ただし，該当箇所には発展的な学習内容は含まれない。  

 



1 

 

別紙様式第５－３号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-42 高等学校 数学 数学 C  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

２東書 数 C 002-903 数学C Select 

 

ページ 記   述 類型 
   関連する学習指導要領の内容や 
   内容の取扱いに示す事項 ページ数 

58 平面の方程式 2 (1)ベクトル   ア(ウ) 0.5 

合 計 0.5 

 
 
（備考）「類型」欄には、申請図書における発展的な学習内容の記述について、以下の分類により該当する記号を記入する。 

     ・ 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等

の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容……１ 

     ・ 学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容……２ 

 


	4_5_107-42_編修趣意書(教育基本法)
	4_5_107-42_編修趣意書(COS・配当時数)
	4_5_107-42_編修趣意書(発展的な学習)

